
 

工事計画に関するヒアリングにおける事前確認（原子炉冷却系統施設） 

 

令和２年６月１日 

新基準適合性審査チーム 

Ｄサブチーム 

○対象資料名：【原冷】根拠書（原子炉冷却材再循環設備） 

該当ページ 確認内容 

Ｐ１～ 

ＳＲＶ逃がし弁機

能用アキュームレ

ータ（ＳＲＶ自動減

圧機能用アキュー

ムレータも同様） 

１）Ｐ１、ＳＡ時の最高使用圧力は、マスキングされていないが、Ｐ３

ではマスキングされている。整合しているか説明すること。 

２）Ｐ１（記載）、アキュームレータの窒素をピストンへ供給～、 

アキュームレータに蓄圧された窒素をピストンへ供給～、 

のほうが適切ではないか、検討願います。 

３）Ｐ１（記載）、高圧窒素ガスボンベから窒素を～ 

   高圧窒素ガスボンベに蓄圧された窒素を～、も同様。 

４）Ｐ２、急速開要求のため、作動ガスが臨界流でないとならない理由、

作動後の圧力バランスをどう考慮しているか説明すること。 

５）Ｐ３、重大事故等対処設備として使用する～、と 

  重大事故等時において使用する～、は根拠書内でどのような使い

分けをしているか説明すること。 

Ｐ５～ 

ＳＲＶ自動減圧機

能用アキュームレ

ータ 

６）Ｐ６、各圧力３１０ｋＰａ、１３．７ｋＰａで作動可能なことを考

慮する、は１Ｐｄと大気圧時を指すなら明確にすること。また、表記は

ゲージ圧か。 

Ｐ１５、 

主配管 

７）３．外径の説明で、「蒸気凝縮に必要な間隔を保って穴を配列」と

は、何を意味するかわかるように記載すること。（排気管か） 

８）外径３１８．５と外径５６３．０の配管の関係がわかりにくいので

説明すること。 

Ｐ１７、 

主配管 

９）Ｐ１７、主配管の最高使用圧力の説明は、Ｐ１９を引用しているが

適切なのか、系統図の圧力範囲で示して説明すること（どこまでがこの

圧力範囲なのか）。 

系統図 

第 4-1-2-2-1 図 

（復水給水系） 

１０）本系統図は、設計基準対象施設であるが、重大事故等対処設備と

しては使用（代替循環冷却系との関係）しないのか、説明すること。 

 

 

 

 



 

○対象資料名：【原冷】根拠書（残留熱除去系） 

該当ページ 確認内容 

Ｐ３５～ 

ＲＨＲ熱交換器 

１） Ｐ３５、重大事故等対処設備の使用モード（１）～（３）の説明と

その後の機能説明として、低圧注水系、格納容器スプレイ冷却系、

Ｓ／Ｐ冷却系、代替循環冷却系との差異関係を説明すること。ま

た、ナンバリングする等し、機能を明確にすること。 

２） Ｐ３８、重大事故等時において使用する、とはどの事故時対応なの

か、必要な伝熱面積の根拠を説明すること。 

Ｐ４０～ 

ＲＨＲポンプ 

３）Ｐ４１、重大事故等対処設備の使用モード（１）～（３）の説明と

その後の機能説明として、低圧注水系、格納容器スプレイ冷却系、Ｓ／

Ｐ冷却系、代替循環冷却系との差異関係を説明すること。また、ナンバ

リングする等し、機能を明確にすること。 

Ｐ４５～ 

ＲＨＲストレーナ 

４）Ｐ４１、重大事故等対処設備の使用モードとして、ナンバリングす

る等し、機能を明確にすること。 

５）個数は、６であるが、（２個を１組）と記載したほうがわかりやす

いため、記載を検討願います。 

Ｐ９５ 

Ｄ／Ｗスプレイモ

ード（Ｂ）分岐部 

６）３．外径の記載様式が、他の配管の記載と異なる理由を説明するこ

と。また同様な記載は他にどのようにされているのか説明すること。 

Ｐ７４、１０３、１

２９、 

主配管 

７）本主配管について、ＲＨＲストレーナの記載について、Ｂ，Ｃ系に

はあるが、Ａ系には記載がない、理由を説明すること。 

８）ＲＨＲストレーナを重大事故等時において使用する場合の温度は

～、とあるが、ＲＨＲストレーナとＳ／Ｐとの位置関係を踏まえて説明

すること。（同様に SRV の排気管について、記載してないが検討願いま

す） 

Ｐ１３０、 

主配管 

９）２．２最高使用温度で、重大事故等時における原子炉格納容器（サ

プレッションチェンバ）の使用温度と同じ２００℃とする、とあるが、

Ｐ１２８、１６６℃との関係を系統図等で示し、説明すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○対象資料名：【原冷】根拠書（耐圧強化ベント系） 

該当ページ 確認内容 

 根拠書なし（原子炉格納容器施設にあると理解） 

系統図 

第 4-2-2-2-2 図

（耐圧強化ベント

系） 

系統の取合いＭＯ弁の記載について、弁番号を追記して頂きたい。 

（ＭＯ弁の弁番号が未記入なため、系統の取合いが不明確である） 

本件は、系統図の共通コメントである。 

 

○対象資料名：【原冷】根拠書（格納容器圧力逃がし装置） 

該当ページ 確認内容 

 根拠書なし（原子炉格納容器施設にあると理解） 

 

○対象資料名：【原冷】根拠書（高圧炉心注水系） 

該当ページ 確認内容 

Ｐ１３９～ 

高圧炉心注水系ポ

ンプ 

１）２．揚程の説明では、高圧時と低圧時でそれぞれ、圧損の内訳につ

いて、流路踏まえて明確にすること。 

Ｐ１４４～ 

高圧炉心注水系ス

トレーナ 

２）３．最高使用温度に関して、ＤＢ側の１０４℃に対する説明が無い

が、適切でしょうか。（もし、説明抜けであれば、他にないか確認する

こと） 

 

同上 ３）３．最高使用温度に関して、有効性評価（停止機能喪失）時を上回

る１２０℃とする、とある。一方でＲＨＲストレーナの評価は、有効性

評価（全交流動力電源喪失）時を上回る１６６℃としている。 

同じサプレッションチェンバのプール水温度として最高使用温度の記

載の考え方を説明すること。 

同上 ４）個数は、４、であるが、４（２個を１組）と記載したほうがわかり

やすいため、記載を検討願います。 

Ｐ１６７～、 

Ｐ１６９～、 

主配管 

５）最高使用温度の記載順は、（１０４，１００，１２０）で適切でし

ょうか（この配管のみ異なる順序としている意味はあるのか）。 

６）２．１最高使用温度と２．２最高使用温度の違いについて説明する

こと。 

 

以上 

 

 


